
1
9
8
6

年
、
父
の
没
後
相
続
し

た
二
棟
（
現
在
地
）
で
経
営
し
て
い

た
「
酒
屋
」
と
「
立
飲
み
酒
場
兼

う
ど
ん
屋
」
を
壊
し
ビ
ル
に
建
替
、

一
階
は
当
時｢

深
夜
ス
ー
パ
ー
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ス
ト
ァ
ー
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
）
2
階
を｢

東
山
め
ん
坊｣

の
名

の｢

う
ど
ん
と
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
店
」

に
転
換
し
ま
し
た
。

酒
屋
時
代
は
は
大
手
の
飲
食
店

等
に
販
売
、
店
売
り
は
毎
月
初
め

の
３
日
間｢

ワ
ン･

ツ
ウ
ー
・
ス
リ
ー
セ
ー

ル｣

と
名
を
つ
け
た｢

特
売
」
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
代
は
、
酒

類
の
安
値
販
売
は
殆
ど
さ
れ
て
い

な
い
時
代
、
「
酒
類
の
安
売

り
」
は
随
分
お
客
様
方
に
喜

ば
れ
売
上
げ
好
調
で
し
た
。

う
ど
ん
屋
は
芯
に
な
っ
て
働

い
て
い
た
Ｋ
君
を
社
長
に
し

て｢

立
ち
呑
み
酒
場
の
価
格
」

で
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

フ
ァ
ミ
マ
本
社
と
酒
の
売
り

方
の
交
渉
し
た
が
、
店
で
の

酒
特
売
は
許
さ
れ
ず
、｢

友

の
会
」
を
つ
く
り
会
員
さ
ん

に
は
「
特
価
価
格
配
達
」
す

る
仕
組
み
に
い
た
し
ま
し
た
。

永
年
お
客
様
方
の
ご
支
持
を

戴
い
て
き
た
商
売
の
形
を

「
わ
が
都
合
」
で
止
め
て
は

申
訳
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
・
・
。

チ
ラ
シ
は
「
?･

?･

?
」

（
写
真
）
の
所
の
文
字
を
入
れ
る

形
、
景
品
の
特
等
は
「
ハ
ワ

イ
旅
行
」
で
物
凄

く
反
響
が
あ
っ
て

「
友
の
会
会
員
」

さ
ん
も
五
百
人
近

く
迄
増
え
、
「
フ
ァ

ミ
マ
開
店
日
」
は

三
千
人
の
ご
来
店

が
あ
り
売
上
高
も
想
定
以
上
の
額

に
達
し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
の
正
解

は
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ァ
ー
」

等
で
し
た
が
正
解
者
は
無
く
、
抽

選
で
「
ハ
ワ
イ
旅
行･

国
内
旅
行

券
」
を
進
呈
し
ま
し
た
。
そ
の
後

も
順
調
に
、
28
年
経
過
。
途
中
二

度
改
装
の
間
に
「
コ
ン
ビ
ニ
」
は

日
常
語
、
四
つ
角
で
四
店
は
見
え

た
酒
屋
看
板
が
消
え
、
「
Ｃ
Ｖ
Ｓ
」

の
看
板
が
見
え
る
今
に
な
り
ま
し

た
。年

中
無
休

24
時
間
営
業
は
厳

し
い
仕
事
で
す
が
、
百
年
以
上
の

酒
屋
の
「
初
心
を
忘
れ
ず
」
自
ら

を
律
し
、
「
と
ん
か
ら
り
ん
」
に

掲
げ
た
☆
地
域
の
お
客
様
の
お
役
に

立
つ
店
を
め
ざ
し
て
★
店
は
、
人
と

人
の
ふ
れ
合
い
の
場
で
あ
る
。

の
初
心
を
大
切
に
持
ち

続
け
て
、

も
う

10

年
歩
み
続
け

ま
す
。
改
装
で
二
週

間
ほ
ど
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
。

◎
三
月
末
は
「
友
の

会
」･

会
員
証
更
新
で

す
。
是
非
再
入
会
を

お
願
い
し
ま
す
。

年
会
費1

2
0
0

円
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★

店
舗
改
装
工
事
で

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

建
築
か
ら
28
年
経
過
し
、
ビ
ル
全
体
の

補
修
と
、
フ
ァ
ミ
マ
１
階
『
フ
ァ
ミ
マ
』

部
分
の
全
面
改
装
。
更
に
二
階
『
楽
々

ホ
ー
ル
』
を
拡
げ
ま
す
。

★
「
ホ
ー
ル
」
の
過
去
で
（
座
席
を
使
っ
て
）

最
高
の
入
り
は
「
笑
福
亭
鶴
瓶
」
参
加

の
落
語
会
85
席
で
し
た
。
交
通
便
が

良

く
最
近
は
ご
利
用
増
え
て
ま
す
。
防

音

や
壁
面
改
造
シ
テ
、
少
し
「
質
の
良

い

ホ
ー
ル
」
に
し
ま
す
。

★
『
フ
ァ
ミ
マ
』
部
分
も
売
場
を
拡
げ
、

（
酒
売
場
は
特
に
）
ま
す
。

｢

サ
カ
タ
ニ
は
酒
谷
で
、
元
々｢

酒
屋
」

で
す
。
お
酒
の
事
な
ら
マ
カ
シ
ト
イ
テ
！
。

★
新
店
の
人
手
が
足
り
ま
せ
ん
。
会
員
様

に
は
「
求
人
チ
ラ
シ
」
同
封
し
ま
し
た
。

お
願
い
！
ど
な
た
か
応
援
か
ご
紹
介
を
。

「
変
な
親
父
が
運
営
」
し
て
ま
す
が

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★｢

サ
カ
タ
ニ
友
の
会
』
会
員
証
の
切
替

月
で
す
が
、
工
事
の
関
係
で
一
ケ
月
延

ば
し
ま
し
た
。
例
年
の
お
礼
の｢

券
」

同
封
。
気
兼
ね
な
く
早
く
使
っ
て
！
。

サ
カ
タ
ニ
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス

発行者
株式会社サカタニ
集酉楽・サカタニ
ファミリーマート
サカタニ京阪七条店
〒605-0993 京・

東山区七条こころ坂下
℡・075-561-7974
URLwww.sosake.jp/

Eﾒｰﾙ・info@sosake.jp
とんからりんは
毎月発行の
会員新聞です
編集・酒谷義郎
yosirou@sosake.jp

▽
私
の
店

は
、
祖
父
が

明
45（1

9
1
2

）今
の
店
の
少
し
東

で｢

酒
屋
」を
開
き
七
条
通
拡
時

に
現
在
地
に
移
っ
た
。
以
後
も
酒
、

を
中
心
に
営
業
を
し
て
来
た
。

▼
こ
の
百
年
に
、
通
り
に
面
し
た

お
店
も
殆
ど
入
れ
代
り
、
学
区
内

に
六
つ
有
っ
た｢

酒
造
蔵
」が
、
今

は
「0
」。
旧
京
都
市
内
で
二
蔵
。

▽
で
も
、
こ
の
町
は
い
い
町
。
交
通

や
環
境
も
良
い
上
、
観
光
客
や
学

生
も
多
い
。
一
時
引
越
し
た
人
達

が
戻
っ
て
来
ら
れ
た
よ
う
だ
。

▼
国
立
博
物
館
の
新
館
が
間
も

な
く
完
成
。
交
通
博
物
館
や
芸

大
が
来
る
。
貞
教
校
跡
地
も
あ
る
。

こ
ん
な
好
立
地
は
少
な
い
。

▽
そ
の
価
値
も
住
人
に
は
「常
」。

行
政
も
「上（
カ
ミ
）〜
下（
シ
モ
）」

の
順
番
で
後
回
に
し
さ
れ
る
。
マ

ラ
ソ
ン
も
三
年
に
一
度
下（
シ
モ
）

周
り
に
し
て
ぇ
な
！
。

▼
七
条
大
橋
も
土
木
学
会
で
は

選
奨
土
木
遺
産
だ
が
、
歩
道
は
他

の
橋
よ
り
極
め
て
劣
り
最
低
。
戦

時
取
外
さ
れ
た
街
路
灯
も
戻
っ
て

な
い
。
七
条
大
橋
は
傷
痍
軍
人
だ
。

▽
橋
か
ら
「秀
吉
公
墓
所
」の
あ
る

東
山
阿
弥
陀
ヶ
峰
、
「ど
ん
つ
き
」

の
智
積
院
山
門
も
良
く
見
え
る
。

橋
か
ら
東
を
見
て
京
で
一
番
だ
。

▼
残
念
な
が
ら
、
後
回
し
に
さ
れ

電
柱
、
電
信
柱
が
目
線
に
入
る
。

地
中
化
は
五
条
迄
来
た
。
や
っ
と

次
か
。
黙
っ
て
た
ら
飛
ば
さ
れ
る
。

▽
市
民
税
は
上（
カ
ミ
）と
下（
シ
モ
）

も
同
率
ど
す
え
！
。
そ
や
さ
か
い

頑
張
る
一
手
し
か
お
へ
ん
や
ん
か
！
。

１
９
８
６
年(
昭
61

）
開
店

初
心
忘
れ
な
い

ど
ん
つ
き

第
111
回
：
「
朝
粥
食
べ

お
シ
ャ
ベ
リ
会
」

★
開
催
・
予
定
日

（
定
例
第
日
曜
日･

朝
9
時
〜
）

平
成
26
年:

4
月
20
日
（
日
）

お
話:

お
題:

講
師
：
未
定

★
詳
細
は
四
月
号
「
と
ん
か
ら
り
ん
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定
員
は
40
名
様:

会
費
300
円

申
込
み
要
：
定
員
で
締
切
り

３月６日より
ファミリーマート
サカタニ京阪七条店

店舗改装のため休業
予定（約2週間）

酒売場と店舗内も拡張：
2階「楽々ホール」は大きくし
設備も改良します。
お気軽にご利用下さい・

「朝粥食べて
おシャベリ会」

工事で休会

三
月

写
真
は
当
社
ビ
ル
建
設
中
の
も
、
フ
ァ
ミ
マ
開
店

時｢

友
の
会
会
員
様
に
配
布
し
た
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
。



現
会
員
様

に
は
申
込

書
を
お
届

け
し
ま
す
。
満

80
歳
の
私
。
も

う
生
ま
れ
た
当
時
を
知
る
人
は
ほ

と
ん
ど
居
ら
れ
な
い
。
近
所
や
親

類
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
妹
達
（
異
母
）

も
私
と
母
親
が
違
う
と
知
っ
っ
て

い
た
の
に
全
員
、
黙
し
て
語
ら
ず

だ
っ
た
（
何
か
変
と
は
思
っ
て
い
た
が
）
。
私

が

16
才
の
時
※
義
母
と
口
喧
嘩

中
言
葉
で
初
め
て
知
っ
た
。

周
り
で
は
公
然
の
秘
密
だ
が
、

本
人
が
気
付
く
ま
で
直
接
言
わ
な

い
の
が
京
都
人
の
「
イ
ケ
ズ
」
。

こ
れ
は
、
一
見
意
地
悪
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
が
「
知
ら
な
い
ほ
う

が
幸
せ
な
こ
と
」
も
マ
マ
も
あ
る
。

思
い
や
り
の
心
遣
い
と
思
え
る
。

千
年
以
上
公
方
様
の
下
で
暮
ら
し

た
京
庶
民
の
知
恵
な
の
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
義
母
の
言
葉
で
知
っ
た

こ
と
は
、
『
私
は
父
一
郎
（
17

歳
）

と
実
母
初
枝
（
15
歳
）

の
子
（
今
な
ら

生
ま
れ
て
な
い
だ
ろ
う
）
。
父
が
認
知
し
長

男
で
入
籍
。
母
は
未
婚
で
実
家
に

戻
っ
た
（
さ
れ
た
）

？
。
』
妹
達
の
母

と
父
は
、
私
の
小
学

2
年
生
時
に

結
婚
。
私
は
祖
母
の｢

病
気
で
実

家
で
療
養
し
て
い
た
が
母
が
戻
っ

て
く
る
」
言
葉
を
信
じ
て
、
友
人

た
ち
と
同
じ

様
に
お
母
さ

ん
が
居
た
の

で
超
嬉
し
か
っ

た
。

↑
祖
父
喜
一
郎
が
昭
20
年
（1

9
4
5

）

9
月

58
才
で
亡
く
な
っ
た
。
当
時

の
相
続
法
は
全
て
「
長
男
」
が
引

き
継
ぐ
。
姉
が
居
た
が
父
が
全
て

の
財
産
相
続
し
た
。

そ
の

28

年
後
、
祖
母
が
没
し
、

遺
品
整
理
中
、
祖
父
の
字
で
「
喜

郎･

二
月
×
日
」
と
記
し
た
私
の

｢

へ
そ
の
緒
箱
」
が
見
つ
か
っ
た
。

※
16
歳
で
見
た
戸
籍
で
は
名
「
義

郎
」
父
一
郎
母
初
枝
な
の
に
。
そ

う
か
、
若
過
ぎ
た
我
が
両
親
の
子

供
と
し
て
で
な
く
、
祖
父
夫
婦
は

自
分
達
の
子
、
名
の
一
字
を
使
い

「
喜
郎
」
と
し
、
父
一
郎
の
弟
と

し
育
て
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
ヶ
月
の
届
け
遅
れ
の
間
に
、
誰

か
の
（
想
像
は
出
来
て
墓
参
り
し
て
い
る
）

忠
告
を
受
け
て
、
実
際
の
母
初
枝

父
一
郎
の
長
男
と
し
届
け
た
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。
名
前
を
「
喜
」

か
ら
「
義
」
に
変
え
た
の
は
、
明

治
ま
で
酒
谷
家
は
代
々
「
義
左
衛

門
」
。
幼
く
て
死
ん
だ
祖
父
の
兄

は
「
義
太
郎
」
だ
っ
た
か
ら
、
そ

の
「
義
」
を
呉
れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
一
字
違
い
は
、
私
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

前
に
書
い
た
が
、
も
し
私
が
次

男
「
喜
郎
」
な
ら
相
続
権
は
無
く
、

長
男
の
父
一
郎
が
全
財
産
を
相
続

し
、
弟
の
私
は
「
分
家
」
し
住
居

用
の
家
を
貰
っ
て
酒
屋
も
し
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
タ
ッ
タ
一
字
の
違
い

で
私
の
人
生
は
大
き
く
違
っ
た
。

「
と
ん
か
ら
り
ん
」
も
『
集
酉
楽

サ
カ
タ
ニ
」
も
無
く
皆
様
と
の
ご

縁
も
な
か
っ
た
と
思
う
。

八
十
年
の
人
生
で
何
度
と
な
く

危
機
を
経
験
、
迷
い
苦
し
む
事
も

多
か
っ
た
が
、
「
運
」
良
く
何
時

店は、人と人のふれ合いの場でありたい！ とんからりん VOL：174 2014(平成26年）３月号（土）P2

エ
プ
ロ
ン
姿
と
い
う
の
は
、

ふ
だ
ん
着
の
中
で
も
な
か
な
か
い

い
も
の
だ
。
女
が
そ
れ
を
ま
と
い
、

く
る
く
る
立
ち
働
い
て
こ
そ
、
家

族
は
明
日
が
迎
え
ら
れ
た
。
今
も
、

結
婚
の
お
祝
い
に
エ
プ
ロ
ン
を
贈
っ

た
り
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
十
年

前
の
私
た
ち
の
頃
は
、
そ
う
だ
っ

た
。今

、
割
烹
着
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
つ
い
先
日
、
医
学
の
分
野
で

世
界
的
発
見
を
成
し
遂
げ
た
三
十

代
の
某
女
性
研
究
者
の
仕
事
着
が
、

白
衣
で
は
な
く
、
割
烹
着
だ
っ
た

の
に
は
驚
い
た
。
は
る
か
昔
、
こ

と
に
、
戦
時
中
の
女
た
ち
の
常
着

だ
っ
た
が
此
の
頃
は
、
と
ん
と
見

か
け
な
か
っ
た
か
ら
。
先
日
母
の

遺
品
整
理
で
困
っ
た
の
が
、
こ
の

割
烹
着
だ
っ
た
。
新
品
同
様
の
が

何
枚
か
あ
っ
た
が
、
ど
う
考
え
た

と
こ
ろ
で
、
今
の
私
に
は
、
馴
染

ま
な
い
。
花
柄
の
エ
プ
ロ.

ン
く
ら
い
で
な
い
と
。

と
こ
ろ
が
、
朝
の
連
ド
ラ

「
ご
ち
そ
う
さ
ん
」
の
主
人

公
が
戦
時
下
の
割
烹
着
姿
だ
し
、

山
田
洋
次
監
督
の
「
ち
い
さ
い
お

う
ち
」
の
新
人
女
優
が
、
何
や
ら

素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
か
は
っ

た
と
か
で
印
象
的
な
の
が
こ
の
割

烹
着
姿
だ
っ
た
。
白
と
い
う
色
が
、

美
し
く
、
着
物
と
い
う
日
本
人
の

常
着
に
ピ
ッ
タ
リ
な
の
だ
っ
た
。

「
滅
私
奉
公
」
と
い
う
言
葉
が
ふ

と
浮
か
ぶ
。
い
ち
ず
な
忠
誠
心
、

そ
れ
が
白
だ
ろ
う
。
母
の
た
っ
た

一
人
の
兄
が
江
田
島
の
海
軍
兵
学

校
に
学
び
、
特
攻
隊
員
と
し
て
、

戦
争
末
期
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
で
、

敵
機
に
体
当
た
り
、
戦
死
を
遂
げ

た
。
そ
の
経
緯
は
、
墓
の
側
面
に

記
さ
れ
「
痛
恨
何
ぞ
堪
へ
ん
」
と

結
ん
だ
祖
父
の
怒
り
。
祖
母
や
母

の
嘆
き
は
幼
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ

て
き
た
。
墓
石
に
な
る
事
で
し
か

帰
省
を
果
た
せ
な
か
っ
た
、
そ
の

家
に
「
靖
国
の
家
」
の
札
が
か
け

ら
れ
、
「
皇
居
奉
仕
団
」
の
割
烹

着
の
母
が
、
県
代
表
で
挨
拶
し
た

よ
と
記
念
の
写
真
を
み
せ
て
く
れ

て
も
、
聖
戦
遂
行
の
レ
ー
ル
に
乗

せ
ら
れ
た
愚
か
さ
を
戦
後
生
ま
れ

は
、
冷
笑
さ
え
し
た
。

し
か
し
、
今
ま
た
、
装
い
を
新

た
に
「
戦
争
す
る
国
に
な
っ
て
も

い
い
の
か
」
「
原
発
再
稼
働
を
許

す
の
か
」
な
ど
の
大
事
が
、
限
り

な
く
は
ぐ
ら
か
さ
れ
て
い
な
い
か
。

選
挙
権
と
い
う
勝
ち
取
っ
て
き
た

命
の
源
の
行
使
も
、
運
動
会
の
勝

敗
程
の
軽
さ
で
取
り
ざ
た
さ
れ
、

戦
争
が
さ
り
げ
な
く
背
後
か
ら
、

襟
首
を
つ
か
む
よ
う
に
そ
っ
と
迫
っ

て
い
る
。

だ
か
ら
今
、
割
烹
着
は
、
用
心
深

く
着
よ
う
と
思
う
。
歴
史
の
歯
車

を
あ
の
よ
う
な
、
む
ご
い
過
ち
の

日
々
に
戻
し
て
は
台
無
し
だ
か
ら
。

け
れ
ど
、
、
あ
あ
、
ま
た
、
洗
顔

に
さ
え
袖
を
濡
ら
し
て
し
ま
う
私

の
、
こ
の
拙
さ
は
ど
う
だ
ろ
う
。

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

あ
あ
、
割
烹
着

石
動
敬
子

運
・
鈍
・
根

第
八
話

ま
た

消
え
る
か

一
円
玉

1
9
8
9

年
（
平
・
元
）
4

月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
消
費
税
が

来
月
か
ら
税
率
ア
ッ
プ
で
8
％
に

な
る
。
施
行
当
初
、
銀
行
も
一
円

玉
が
不
足
し
困
っ
て
い
る
と
聞
き
、

日
銀
京
都
支
店
に
準
備
不
足
だ
と
抗

議
の
電
話
を
し
た
の
を
思
い
出
し

た
。
今
度
は
大
丈
夫
か
な
。

こ
の
一
円
玉
デ
ザ
イ
ン
は
「
若

木
」
木
の
モ
デ
ル
は
な
し
で
京
都

府
在
住
の
女
性
の
作
。
全
国
の2

5

81

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
と
い
う
。

そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
当
初
は

福
祉
に
宛
て
る
税
と
言
っ
て
い
た

が
、
保
険
料
は
上
が
っ
て
も
福
祉

は
向
上
し
て
な
い
、
全
く
「
詐
欺
」

や
ん
か
！
。
責
任
者
出
て
来
い
！
。

と
言
い
た
い
が
「
責
任
者
を
選
ん

だ
ん
誰
れ
や
！
」
と
言
わ
れ
た
ら

「
仰
向
け
に
唾
」
チ
ャ
ウ
阿
呆
や
。

聞
け
ば
一
円
玉
は
原
価
三
円
と
か
。

下
手
な
商
売
し
て
馬
鹿
み
た
い
！
。

「
追
記
」

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
は
、

「
店
舗
改
造
」
で
「
三
月
六
日
〜

二
週
間
閉
店
」
し
て
百
年
間
扱
っ

て
き
た
お
酒
を
柱
に
「
フ
ァ
ミ
マ
」

と
「
酒
谷
（
サ
カ
タ
ニ
）
」
を
「
よ
り

お
役
に
立
つ
店
」
に
と
動
き
出
し

ま
し
た
。
そ
の
間
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
引
続
き
「
サ
カ
タ

ニ
友
の
会
」
に
参
加
、
応
援
を
！
・
。



馬
町
あ
た
り
・
二

チ
ョ
ッ
と
改
装
や
色
々
な
仕
事
が
重

な
り
「
と
ん
か
ら
り
ん･

3
月
号
」
の

作
成
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
こ
の
欄
も
、

そ
れ
で
前
号
の
続
編
の
形
に
な
り
ま
し

た
。
写
真
①
は
「
馬
塚
」
で
す
。
相
当

前
に
一
度
取
上
げ
ま
し
た
が
、
堪
忍
し

と
く
り
ゃ
す
。（
許
し
て
の
京
こ
と
ば
）

場
所
は｢

豊
国

（
ト
ヨ
ク
ニ
）
神
社

東
裏
に
有
る
。

『
五
輪
塔
に
は
秀

吉
の
命
日
と
梵

字
が
刻
ま
れ
て

お
り
、
こ
こ
で

“
秀
吉
さ
ん
を
偲
ん
だ
と
思
わ
れ
る
』

と
の
書
物
も
あ
る
。
秀
吉
公
人
気
は
、

伏
見
城
、
本
町
通
り
、
お
土
居
、
大
仏

殿
、
聚
楽
第
等
々
（
公
共
投
資
）
で
京

都
を
華
や
か
に
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

な
ぜ
「
馬
塚
」
な
の
か
。
名
前
の
由

来
は
、
江
戸
時
代
「
豊
臣
」
の
名
が
憚

ら
れ
た
た
め
、「
馬
町
」
と
い
う
近
隣

の
地
名
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
』

だ
と
の
こ
と
。
現
在
の
阿
弥
陀
ヶ
峰
の

「
秀
吉
公
の
墓
五
輪
の
塔
」

は
明
治
の

再
建
だ
が
、
馬
塚
の
塔
は
江
戸
時
代
の

五
輪
の
塔
だ
と
か
ら
。
先
の
書
物
に
説

は
正
し
い
の
あ
ろ
う
。

写
真
②
は
「
国
家
安
康
」
大
釣
鐘･

後
ろ
の
木
造
三
層
建
物
は｢

方
広
寺
大

仏
殿
」
昭
和
48

年
（1973

年
）
3
月

28
日
深
夜
の
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
て

い
る
。
火
災
も
近
く
ま
で
行
き
「
棟
の

落
ち
る
」
を
見
た
。
野
次
馬
的
性
格
は

今
も
あ
っ
て
、
ご
迷
惑
を
掛
け
る
事
シ

バ
シ
バ
（
死
ぬ
迄
治
ら
な
い
だ
ろ
う
）

写
真
③
大
仏
（
木
製
の
上
半
身
の
み
）

は
焼
け
落
ち
を
報
じ
た
記
事
。
私
も
小

学
生
の
時
か
ら
何
度
か
見
て
い
る
が

「
張
り
ぼ
て
」
で
貧
相
な
感
じ
だ
っ
た
。

写
真
の
②
は
、
明
治
の
初
期
の
も
の
。

坂
本
竜
馬
や
お
り
ょ
う
さ
ん
も
こ
れ
を

見
た
か
も
知
れ
な
い
。
三
十
三
間
堂
南

に｢

土
佐
藩
の
屋
敷
（
石
碑
有
り
）
」
が
あ

り
、
お
り
ょ
う
さ
ん
の
母
御
が
働
い
て

い
た
。
竜
馬
と
お
り
ょ
う
さ
ん
の
接
点

が
其
処
。
彼
女
は
木
屋
町
正
面
上
に
居

た
と
言
う
か
ら
、
逢
引
の
目
印
に
は
最

適
と
思
う
。

人
の
縁
は
、
出
会
が
全
く
偶
然
で
も

親
し
く
な
り
繋
が
る
人
、
再
々
会
っ
て

い
て
良
く
知
っ
て
い
て
も
繋
が
ら
な
い

人
も
あ
る
。
摩
訶

不
思
議
な
も
の
だ
。

『
と
ん
か
ら
り
ん
』

で
繋
が
っ
て
い
る

会
員
の
皆
さ
ん
。

何
時
ま
で
も
会
員

で
い
て
ね
と
ヨ
シ
ィ

ち
ゃ
ん
は
叫
ぶ
！
。
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「

銀

閣

寺

道

」

電

停

を

発
車
し
た
錦
林
車
庫
方
面
行
き
の
市
電

は
、
す
ぐ
に
南
へ
九
〇
度
曲
が
り
、
今

出
川
通
か
ら
白
川
通
に
入
り
ま
す
。
吉

田
山
、
神
楽
岡
を
右
手
に
見
な
が
ら
、

京
都
市
電
の
最
東
端
を
走
り
ま
す
。
こ

の
白
川
線
は
昭
和
二
十
九
年
の
開
業
、

最
も
遅
い
開
業
区
間
と
な
り
ま
す
。

銀
閣
寺
道
周
辺
は
、
ま
だ
商
店
が
多

い
も
の
の
、
次
第
に
住
宅
街
が
続
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
付
近
、
白
川
通

か
ら
少
し
入
る
と
、
京
都
育
ち
の
元
グ

ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
の
一
人
の
実
家
が
あ

る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
な
ん
で
も
表

札
が
フ
ァ
ン
に
持
っ
て
行
か
れ
る
の
で
、

紙
の
表
札
に
な
っ
て
い
る
と
か
。

ま
も
な
く
「
浄
土
寺
」
に
到
着
で
す
。

銀
閣
寺
道
か
ら
、
わ
ず
か
三
百
メ
ー
ト

ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
市
電
を
撮
っ
て

い
た
時
代
の
思
い
出
と
し
て
、
浄
土
寺

か
ら
少
し
南
へ
行
っ
た
東
側
に
、
ま
だ

畑
が
残
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
わ
ず
か

な
区
画
で
し
た
が
、
京
都
の
端
に
来
た

と
の
思
い
を
強
く
し
た
も
の
で
す
。
市

電
か
ら
田
畑
が
見
え
た
の
は
、
お
そ
ら

く
こ
の
区
間
だ
け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
電
停
名
の
浄
土
寺
は
、
左
京

区
の
広
域
地
名
「
浄
土
寺
」
か
ら
来
て

い
ま
す
。
そ
の
昔
、
浄
土
寺
村
が
京
都

市
に
編
入
さ
れ
た
際
に
で
き
た
地
名
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
ど
こ
を
探
し
て
も
浄

土
寺
と
い
う
お
寺
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
明
確
な
場
所
は
不
明
で
す
が
、

確
か
に
こ
の
付
近
に
浄
土
寺
は
あ
り
ま

し
た
。

平
安
中
期
に
建
立
さ
れ
、
平
安
後
期

か
ら
鎌
倉
期
に
は
そ
れ
な
り
の
大
き
さ

を
誇
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
応
仁
の

乱
で
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
浄
土

寺
は
相
国
寺
の
西
に
替
地
を
与
え
ら
れ

て
、
草
堂
を
残
す
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
草
堂
が
、
江
戸
時
代
に
銀
閣
寺
の

北
に
復
興
さ
れ
、
今
も
浄
土
院
と
し
て

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
付
近
の
耕
作

者
が
村
落
を
形
成
し
、
応
仁
年
間
に
は

浄
土
寺
村
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。市

電
の
近
く
の
郵
便
局
の
名
前
も

「
浄
土
寺
」
で
、
こ
の
付
近
が
浄
土
寺

の
中
心
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
浄
土

寺
と
い
う
地
名
は
、
銀
閣
寺
付
近
が
発

祥
と
言
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
京
都
市
電
が
今
も
近

く
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
京
都
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
院

の
白
河
校
校
地
に
置
か
れ
て
い
る
、
２

両
の
市
電
、
一
八
〇
一
号
と
二
六
〇
三

号
で
す
。
同
学
院
の
初
代
学
院
が
京
都

市
の
科
学
技
術
の
歩
み
と
し
て
、
同
学

院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
旧
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
と
も
に
、
市
電
を
展
示
公
開
し
ま

し
た
。
レ
ー
ル
、
敷
石
、
電
柱
、
安
全

地
帯
な
ど
，
市
電
と
関
わ
り
あ
っ
た
も

の
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
外
展
示
で
す
が
、
い
ま
も
定
期
的

に
補
修
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
塗

装
も
あ
ざ
や
か
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
市
電
も
、
廃
止
当
時
は
各
所
で
保

存
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

雨
ざ
ら
し
の
ま
ま
の
放
置
状
態
で
荒
廃

し
て
い
ま
す
。
三
十
年
余
り
の
間
に
、

解
体
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
残
っ
た
市

電
も
見
る
影
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、

当
地
の
市
電
が
、
理
解
あ
る
関
係
者
に

守
ら
れ
て
、
当
時
の
姿
を
保
っ
て
い
る

の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

市
電
が
走
っ
た

京
都
を
巡
る

福
田
静
二 37

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ
47

浄土寺に到着する市電、付近は閑静な住宅街だった

京都市電の沿線では唯一残っていた

畑から市電を見る

①②

③



（
蟹
工
船
の

著

者

）

小

林
多
喜
二

は
「
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
」
と
題

し
た
小
説
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は

「
国
体
変
革
し
お
よ
び
私
有
財
産
を
否

認
せ
ん
と
す
る
結
社
・
運
動
を
禁
止
す

る
」
治
安
維
持
法
（192

5

年
3
月
議

会
通
過
）
で
、
検
挙
さ
れ
た
共
産
党
や

左
翼
思
想
家
を
拷
問
の
描
写
が
書
か
れ

た
も
の
で
即
発
禁
に
な
っ
た
。
多
喜
二

も
の
ち
「
逮
捕
」
さ
れ1933

年
2
月

20
日
特
高
警
察
に
よ
り
拷
問
死
し
た
。

今
は
「
遠
い
昔
」
の
本
で
読
む
知
る

人
も
少
な
い
が
、
先
の
戦
争
直
後
は
良

く
読
ま
れ
て
い
た
。
私
も
そ
の
影
響
を

受
け
て
、
青
年
時
代
、
左
翼
活
動
し
、

家
出
状
態
で
南
山
城
大
水
害
（1

9
5
3

年
8
月
15
日
）
の
被
害
地
の
木
津
川

堤
防
の
小
屋
に
住
込
み
「
救
援
活
動
＝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
し
て
い
た
。

そ
の
翌
年
一
月
そ
の
小
屋
へ
、
父
の
経

営
し
て
い
た
酒
谷
本
店
（
写
真
・
酒
問
屋
・

現
在
地
）
の
店
員
が
父
の
命
で
「
家
が
大

変
だ
か
ら
帰
っ
て
来
て
欲
し
い
」
と
呼

び
に
き
た
。

家
に
帰
り
聞

く
と
「
資
金
繰

り
が
苦
し
い
か

ら
帳
簿
を
見
て

く
れ
」
と
言
う
。

帳
簿
、
帳
票
を

調
べ
る
と
店
員

に
多
額
の
横
領
が
あ
り
赤
字
、
銀

行
借
入
も
多
い
。
大
ま
か
な
貸
借

対
照
表
を
つ
く
り
、
問
屋
業
は
無

理
と
思
っ
た
。
借
家
も
有
っ
た
の
で
そ

れ
を
処
分
し
、
債
務
を
減
ら
し
、
問
屋

業
か
ら
小
売
業
に
戻
る
ほ
う
が
良
い
と

告
げ
た
。
父
は
昭
25
年
か
ら
始
め
た

酒
卸
業
を
続
け
た
い
と
言
う
。

そ
れ
な
ら
仕
入
先
に
全
部
内
情
を
話
し

て
「
内
整
理
」
を
す
べ
き
と
進
言
し
た
。

前
に
バ
イ
ト
で
京
都
市
中
小
企
業
相
談

所
で
得
た｢

経
営
指
導｣

の
経
験
で
最
悪

で
も
店
の
土
地
建
物
は
残
せ
る
と
判
断

し
て
い
た
。

そ
し
て
昭
29
・
3
・
15
日｢

債
権
者
集

会
」
に
な
っ
た
。
前
日
ま
で
に｢

財
産

目
録
」
を
作
成
、
当
座
の
衣
服
以
外
の

全
て
、
腕
時
計
か
ら
背
広
ま
で
明
記
し

た
。
祖
母
も
「
溺
れ
た
ら
裸
に
な
れ
、

ば
浮
き
助
か
る
」
と
父
に
助
言
し
て
い

た
。
筆
頭
債
権
者｢

朝
日
麦
酒
㈱
」
渋

谷
謹
京
都
支
店
長
が
議
長
で
会
議
は
進

み
、

伏
見
の
酒
造
会
社
と
の
共
同
経

営
な
ど
の
話
が
纏
ま
ら
ず
、
最
終
的
に

｢

土
地
建
物
を
債
権
者
団
」
に
担
保
に

入
れ
、
銀
行
借
入
金
額
を
債
権
者
が
出

資
し
た
資
金
で
返
済
。
債
務
の
半
額
は

切
り
捨
て
残
額
は｢

会
社
が
個
人
に
払

う
家
賃
で
返
済
」

と
い
う
事
で
決
着

し
た
。
そ
れ
と
は
別
に｢

父
が
関
係
し

て
い
た
女
性
（
遣
込
み
の
原
因
に
な
り
、
後
父

の
３
番
目
の
妻
）
と
手
を
切
る
こ
と
。
私
が

父
の
仕
事
に
参
加
が
条
件
に
な
っ
た
。

私
は
既
に｢

家｣

を
捨
て
る
積
り
で
い

た
か
ら
、
店
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
手
伝

う
が
、
仕
事
以
外
の
時
間
は
自
由
に
と

の
条
件
で
井
手
町
の
小
屋
で
住
ん
で
し

て
い
た
役
目
を
外
れ
、
昭
和
30
年
1

月
1
日
付
国
税
局
か
ら
酒
卸
免
許
を
得

た｢

株
式
会
社
酒
谷
本
店
」
の
一
社
員

と
し
て
仕
事
に
参
加
し
た
。

こ
れ
が
私
に
と
っ
て
三･

一
五
で
あ
る
。

そ
の
３
年
後
、
あ
る
事
で
、
左
翼
活
動

か
ら
離
れ
酒
屋
業
に
専
念
す
る
こ
と
な
っ

た
。
三
．
一
五
は
忘
れ
な
い
日
だ
。
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○
二
月
は
日
数
が
少

な
い
上
に
改
装
工
事

の
も
重
な
っ
て｢

と
ん
か
ら
り
ん｣

作
成
が
大

変
だ
っ
た
。
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
々
の

お
陰
で
何
と
か
出
来
上
が
っ
た
。

●
「ま
い
ど
ぅ
」と
言
う
名
で
ス
タ
ー
ト
し

1996

年
4
月
27
日
、
東
京
・豊
島
区
池

袋
の
ア
パ
ー
ト
の
、
親
子
が
餓
死
事
件
を

し
り
、
「と
ん
か
ら
り
ん
」と
し
た
。

○
戦
時
中
の｢

隣
組｣

の
歌
。
作
詞
は
岡
本

一
平（
漫
画
家
）。
大
政
翼
賛
会
の
推
薦

で
町
内
会
の
「班
」的
な
組
織
を
賛
美
す

る
歌
で
リ
ズ
ム
も
軽
快
だ
っ
た
。

●
只
、
歌
詞
の
中
に
、
戦
後
忘
れ
ら
れ
て

き
た
「庶
民
的
な
近
所
付
き
合
い
の
良
さ
」

が
あ
る
。
「と
ん
か
ら
り
ん
」と
聞
く
だ
け
で

そ
の
歌
詞
を
思
い
出
さ
れ
る
と
思
い
使
っ
た
。

○
今
号
は174

・前
の
分
を
見
る
と
「同
じ

よ
う
な
事
を
二
度
も
三
度
も
書
い
て
い
る
。

特
に
最
近
増
え
た
。
ボ
ケ
て
き
た
か
な
ぁ
。

●
で
も
、
お
優
し
い
読
者（
会
員
）さ
ん
か

ら
ご
指
摘
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
お
読
み
か
。

読
ま
れ
て
い
な
い
か
。
『其
処
が
問
題
だ
』

《To
be

,or
not
to
be

：that
is
the

question

.
》ハ
ム
レ
ッ
ト
。

○
エ
ラ
イ
愚
痴
っ
て
し
ま
し
た
。
頼
ま
れ
て

書
い
て
る
訳
で
は
な
い
。
我
が
選
ん
だ
こ
と

何
時
か
は
途
切
れ
る
が
、
当
分
続
け
よ
う
。

●
と
、
い
っ
て
も
、
こ
こ
は
石
を
投
げ
た
み
た

つ
も
り
。
ポ
チ
ャ
ン
位
は
聞
え
て
来
る
や
ろ

う
。
ポ
チ
ャ
ン
も
な
け
れ
ば
、
一
人
相
撲
だ
。

「月
刊
」を
止
め
よ
う
か
。
又
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
。

酒
屋
で

生
き
て

生
か
さ
れ
て

第
八
十
八
話

私
の

三
・

一
五

ひ
な
祭
り月
三

天

三
月
に
入
り
ま
し
た
ね
。
皆
さ
ん

二
月
を
し
っ
か
り
と
終
え
て
花
芽
吹

く
月
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
？
私
は
と
い
い
ま
す
と
、

親
不
知
（
歯
）
が
四
本
変
な
方
向
に

生
え
て
い
る
こ
と
が
い
る
こ
と
が
発

覚
し
、
こ
の
度
抜
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
は
は
は
っ
、
痛
み
を
掴
ん
で

三
月
に
持
ち
越
し
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま

し
た
よ
。

三
月
と
い
え
ば
女
の
子
の
節
句
が

ご
ざ
い
ま
す
ね
。
寒
々
と
し
た
今
ま

で
の
気
配
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
暖

か
な
日
差
し
の
色
が
強
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
自
然
は
い
ち
早
く
そ
れ

を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ

と
単
色
に
色
彩
を
の
せ
て
ゆ
き
、
ピ

ヨ
ピ
ヨ
、
ピ
ー
ピ
ー
と
知
ら
せ
て
回

る
の
で
す
。
桃
の
花
が
い
い
頃
合
い

に
咲
く
と
き
、
人
間
は
全
て
か
ら

の
知
ら
せ
を
感
じ
取
り
祭
り
を
催

し
ま
す
。
女
性
は
ま
る
で
一
輪
の

花
の
よ
う
に
我
が
身
を
飾
り
、
男

性
は
枝
葉
と
な
っ
て
花
を
守
り
な
が

ら
横
を
歩
く
の
で
す
。

赤
い
毛
氈
に
広
げ
ら
れ
る
お
菓
子

は
、
三
色
団
子
、
金
平
糖
、
縁
起
造

り
の
砂
糖
菓
子
、
菱
餅
、
桜
餅
、
あ
ぁ

ど
れ
も
可
愛
ら
し
く
て
美
味
し
そ
う
。

で
も
歯
が
あ
れ
な
ん
で
食
べ
ら
れ
な

い
。
歌
留
多
に
百
人
一
首
に
歌
詠
み

に
、
雅
楽
の
合
奏
も
御
座
い
ま
す
ね
。

外
の
晴
れ
や
か
な
空
気
に
合
わ
せ
て
、

人
の
気
持
ち
も
雅
に
な
っ
て
ゆ
く
の

で
す
。

話
は
反
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
雅
と

い
う
も
の
は
良
い
響
き
で
余
り
羽
目

を
外
し
ま
せ
ん
。
こ
の
音
の
中
に
は

品
と
プ
ラ
イ
ド
と
緊
張
感
が
少
し
ず

つ
入
っ
て
い
る
気
が
す
る
か
ら
で
し
ょ

う
か
？
決
し
て
艶
や
か
だ
け
で
な
い

所
に
音
の
重
み
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
言
葉
の

重
み
と
い
う
の
を
感
じ
取
る
こ
と
は

と
て
も
重
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
例
え

ば
昔
の
公
家
風
情
が
様
々
な
言
葉
を

取
り
違
え
な
け
れ
ば
、
後
に
起
こ
る

不
必
要
な
事
は
避
け
ら
れ
た
の
に
、

と
私
的
に
思
う
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
時
期
、
美
し
い
音
色
が
辺
り
に
聞

こ
え
始
め
る
で
し
ょ
う
。
感
度
を
高

く
持
っ
て
そ
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る

重
さ
・
軽
や
か
さ
・
優
雅
さ
・
あ
た

た
か
さ
等
を
感
じ
取
っ
て
ゆ
く
と
、

自
然
を
も
っ
と
楽
し
む
事
が
出
来
ま

す
し
、
そ
の
感
度
の
高
さ
で
い
ざ
こ

ざ
を
回
避
し
て
ゆ
け
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

さ
ぁ
、
こ
れ
か
ら
初
夏
に
向
け
て
花

の
色
が
賑
わ
い
を
見
せ
て
ゆ
き
ま
す

が
、
皆
さ
ん
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
花

が
お
目
見
え
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

今
年
も
楽
し
み
で
す
ね
。

編
集
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記


